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一
．
は
じ
め
に

　

古
代
の
宮
都
で
あ
っ
た
難
波
宮
の
発
見
と
保
存
に
邁
進
し
た
歴
史
学
者
・
山
根
徳
太

郎
（
一
八
八
九
―
一
九
七
三
）。
そ
の
遺
品
が
現
在
大
阪
歴
史
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る
。
多
く
は
難
波
宮
調
査
に
関
連
す
る
文
書
群
や
個
人
的
な
記
録
な
ど
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
瓦
経
の
拓
本
と
実
物
（
破
片
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
多
く
の
拓
本
に
は
破

片
を
採
取
し
た
地
名
（「
泉
涌
寺
南
谷
出
土
」）
と
そ
の
所
蔵
者
名
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
地
名
か
ら
は
、
破
片
の
採
取
地
が
現
在
の
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
亀
塚
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

今
熊
野
亀
塚
瓦
経
の
存
在
が
斯
界
に
知
ら
れ
た
の
は
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
の
こ

と
で
あ
る
［
中
村
一
九
二
六
］。
こ
の
こ
ろ
の
山
根
は
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
兵
庫

県
立
神
戸
第
一
中
学
校
の
教
職
を
辞
し
て
、
日
本
史
を
学
ぶ
た
め
に
京
都
帝
国
大
学
へ

と
通
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
の
発
見
に
立
ち
会
っ
た
中
村

直
勝
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
六
）
も
ま
た
京
都
帝
国
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
山
根
が
こ
の
情
報
に
触
れ
る
機
会
は
十
分
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
後
に
難
波
宮

研
究
で
名
を
は
せ
た
山
根
を
、
瓦
経
と
い
う
遺
物
に
す
ぐ
さ
ま
結
び
付
け
る
こ
と
は
難

し
く
、
山
根
自
身
が
ど
の
よ
う
な
動
機
の
も
と
に
瓦
経
を
蒐
集
し
た
の
か
今
と
な
っ
て

は
知
る
由
も
無
い
。

　

む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
採
集
さ
れ
た
瓦
経
が
京
都
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
今
熊
野
亀
塚
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
（
市
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
）
の
瓦

大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
関
係
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
の
拓
本
と
瓦
経
片
―
（
前
編
）
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要
旨　

難
波
宮
の
発
見
と
研
究
で
著
名
な
歴
史
学
者
・
山
根
徳
太
郎
（
一
八
八
九
―
一
九
七
三
）
の
遺
品
の
な
か
に
数
点
の
瓦
経
片
と
多
数
の
拓
本
が
含
ま
れ

て
い
た
。
山
根
自
身
が
集
め
た
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
資
料
は
い
ず
れ
も
京
都
の
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

今
回
、
山
根
の
所
持
し
て
い
た
瓦
経
資
料
の
整
理
・
検
討
を
す
す
め
た
結
果
、
そ
こ
に
記
録
さ
れ
た
破
片
数
は
二
八
点
に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
か
つ

二
一
の
個
体
が
推
定
で
き
た
。
こ
れ
は
い
ま
ま
で
に
判
っ
て
い
た
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
の
破
片
数
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
数
量
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
所
に
散
在

す
る
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
片
の
再
評
価
な
ら
び
に
復
原
の
動
き
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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大阪歴史博物館所蔵の今熊野亀塚瓦経関係資料　―山根徳太郎旧蔵の拓本と瓦経片―（前編）

経
出
土
推
定
地
は
現
在
七
箇
所
と
い
わ
れ
て
い
る
［
杉
山
一
九
八
五
、八
三
頁
］。
そ
の

う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の（

1
）、
破
片
資
料
が

多
く
、
採
集
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
の
後
発
展
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
発
見
地
の
踏
査
が
石
田
茂
作
な
ど
一
部
の
研
究
者
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
が
、
こ
ち
ら
も
有
益
な
報
告
な
ど
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
い
く

つ
か
の
伝
世
品
が
網
干
善
教
や
難
波
田
徹
ら
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
が
［
網
干

一
九
八
二
、
難
波
田
一
九
八
〇
］、
あ
ま
り
に
も
そ
の
数
は
少
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
京
都
の
瓦
経
研
究
に
お
い
て
、
分
布
論
を
起
点
と
し
た
検

討
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
が
杉
山
洋
で
あ
る
。
杉
山
は
「
京
都
の
瓦
経
」
と
い
う
論
考

［
杉
山
一
九
八
五
］
の
中
で
、
瓦
経
塚
（
ま
た
は
そ
の
発
見
地
）
が
近
接
し
て
分
布
す

る
と
い
う
京
都
と
良
く
似
た
別
地
域
を
選
び
だ
し
、
地
域
内
の
出
土
瓦
経
だ
け
で
な
く
、

周
辺
で
発
見
さ
れ
た
経
塚
の
出
土
遺
物
や
瓦
窯
跡
と
い
う
事
象
に
着
眼
、
検
討
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
勧
進
僧
と
生
産
地
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
各
地
の
瓦
経
造
営
に
影
響

し
て
お
り
、
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
同
一
の
勧
進
僧
に
よ
る
造
営
で
あ
る
可

能
性
を
指
摘
し
た
。
杉
山
の
指
摘
は
、
京
都
で
も
同
様
の
造
営
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の

見
通
し
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
離
散
的
状
況
に
あ
っ
た
京
都
の
瓦
経
に
対
す
る
評

価
を
別
地
域
で
の
検
討
結
果
か
ら
再
帰
的
に
行
お
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
そ
れ
以
降
の
進
展
は
な
く
、
京
都
の
瓦
経
造
営
に
関
す
る

議
論
は
深
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
既
存
資
料
の
離
散
的
状
況
と
新
出

資
料
の
少
な
さ
を
挙
げ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
の
到
達
点
を
さ
ら
に
咀
嚼
し
昇
華
さ
せ
る
た
め
に
も
、
個
々

の
資
料
に
再
度
着
目
し
基
礎
的
な
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
山
根
資
料
の
発
見
は
、
そ
の
契
機
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

今
熊
野
亀
塚
瓦
経
以
外
の
京
都
の
瓦
経
研
究
に
も
あ
ら
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
と
期
待

さ
れ
る
。

　

以
上
の
立
場
に
基
づ
き
、
先
般
来
私
は
山
根
拓
本
の
整
理
に
着
手
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
含
ま
れ
る
拓
本
三
点
を
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
品
と
同
定
す
る
に
い
た
っ
た
［
加

藤
二
〇
一
八
、
以
下
前
稿
と
す
る
］。
こ
の
経
験
は
山
根
資
料
の
有
用
性
を
再
認
識
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
同
時
に
、
明
ら
か
に
し
え
た
も
の
は
山
根
旧
蔵
の
瓦
経
資

料
群
の
う
ち
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
全
体
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
の
意
義
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
前
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
山
根
資
料
の
全
容
を
紹

介
し
、
そ
の
校
合
結
果
に
つ
い
て
述
べ
、
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
の
復
原
に
向
け
た
基
礎
的

作
業
を
お
こ
な
っ
て
お
き
た
い（

2
）。
そ
し
て
本
稿
に
お
い
て
行
う
検
討
の
方
向
性
は
、

経
塚
研
究
の
泰
斗
・
石
田
茂
作
が
か
つ
て
「
瓦
経
の
研
究
」［
石
田
一
九
五
八
］
に
お

い
て
指
摘
し
た
視
点
を
踏
襲
す
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
瓦
経
片
に
刻
ま
れ
た
文
字
を

判
読
し
書
写
経
典
を
特
定
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
比
較
を
通
じ
て
瓦

板
自
体
の
割
付
や
枚
数
な
ど
の
復
原
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
そ
の

後
網
干
ら
に
よ
っ
て
深
化
し
て
い
く
が
、
そ
の
軌
跡
は
判
読
内
容
や
復
原
案
を
提
示
す

る
と
い
う
姿
勢
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
個
別
資
料
の
細
部
を
確
認
・
共
有

す
る
操
作
の
積
み
重
ね
が
伝
世
資
料
の
再
評
価
な
ら
び
に
新
出
資
料
の
位
置
づ
け
を
可

能
に
し
、
同
様
の
操
作
を
繰
り
返
す
こ
と
で
最
終
的
に
は
出
土
推
定
地
内
で
の
瓦
経
の

全
体
像
を
描
き
出
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

二
．
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
瓦
経
資
料
の
構
成

　

山
根
徳
太
郎
旧
蔵
品
が
大
阪
市
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
平
成
八
（
二
〇
〇
一
）
年
度
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
瓦
経
関
係
資
料
の
構
成
は
、
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大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

第 １ 表．山根徳太郎旧蔵の瓦経拓本一覧
整理
番号

枝
番 細分 資料名 紙

数
釈読原稿用紙

の標題
紙
数 校合結果 巻数 拓本上の注記 備考 山根

瓦経
破片
記号

１１0 １ 瓦経拓本 １ - - 化城喩品第七 第三巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」 １１１-１0 と同一破片。 ヌ

１１0 2 瓦経拓本 2 - - 譬喩品第三 第二巻 なし １１0-05 と同一破片。 ク
１１0 3 瓦経拓本 2 - - 方便品第二 第一巻 なし １１0-04 と同一破片。 キ
１１0 4 瓦経拓本 2 - - 方便品第二 第一巻 なし 紙質悪い。１１0-03 と同一破片。 キ
１１0 5 瓦経拓本 2 - - 譬喩品第三 第二巻 なし 紙質悪い。１１0-02 と同一破片。 ク

１１0 6 瓦経拓本 １ - - （小口面の丁
付） - 「泉涌寺南谷出土

瓦経　丹羽氏蔵」
小口面のみ。「三 六ｶ」とあり、丁付とみ
なす。１１0-１0・25 と同一破片。 ツ

１１0 7 瓦経拓本 １ - - 譬喩品第三 第二巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」

１１0-2１ と同一破片。１１0-１5 にも載る。
１１0-１2、１１0-24 と同一個体（接合）。 コ

１１0 8 瓦経拓本 １ - - 化城喩品第七 第三巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」 １１１-07 と同一破片。 テ

１１0 9 瓦経拓本 １ - - 信解品第四 第二巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」

１１0-１7 と同一破片。１１0-１6 と同一個体（接
合）。 タ

１１0 １0 瓦経拓本 2 - - 授記品第六 第三巻 なし
拓本は小口面（１１0-06）と片面（１１0-25
の反対面）の組み合わせ。これにより
１１0-06 の丁付が三巻六枚目の意味とわか
る。

ツ

１１0 １１ 瓦経拓本 １ - - 方便品第二 第一巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」 １１0-23 と同一破片。 エ

１１0 １2 瓦経拓本 １ - - 譬喩品第三 第二巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」

１１0-22 と同一破片。１１0-１5 にも載る。
１１0-07、１１0-24 と同一個体（接合）。 サ

１１0 １3 瓦経拓本 １ - - 序品第一 第一巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」

１１１-0１- ②と同一破片。→校合の結果、
１09-04（実物）と同一個体となる。 ウ

１１0 １4 ①・② 瓦経拓本 １ - - 譬喩品第三 第二巻 一紙に 2 個体分の採拓。１１１-09 と １１１-06。
１１0 １4 ① - - 化城喩品第七 第三巻 １１１-09 と同一破片。 ナ

１１0 １4 ② - - 譬喩品第三 第二巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」 １１１-06 と同一破片。丁付（「廿」）あり。 ス

１１0 １5 瓦経拓本 2 - - 譬喩品第三 第二巻 なし 3 点（１１0-07、１１0-１2、１１0-24）接合（？）
を一紙で採拓。

コ、サ、
シ

１１0 １6 瓦経拓本 １ - - 信解品第四 第二巻 なし
１１0-26- ④（丹羽氏所蔵品）と同一破片で、
１１0-09 と同一個体（接合）。１１0-28 にも
載る。

チ

１１0 １7 瓦経拓本 １ - - 信解品第四 第二巻 なし １１0-09（丹羽氏所蔵品）と同一破片。 タ

１１0 １8 瓦経拓本 2 - - 信解品第四 第二巻「泉涌寺南谷出土　
田中氏蔵」 ソ

１１0 １9 瓦経拓本 2 - - 譬喩品第三 第二巻「泉涌寺南谷出土
瓦経　田中氏蔵」

１１0-１4- ②と同一個体である（＝接合する）
可能性が高い。 セ

１１0 20 瓦経拓本 2 - - 譬喩品第三 第二巻「泉涌寺南谷出土
瓦経　田中氏蔵」 ケ

１１0 2１ 瓦経拓本 １ - - 譬喩品第三 第二巻 なし １１0-07 と同一破片。 コ
１１0 22 瓦経拓本 １ - - 譬喩品第三 第二巻 なし １１0-１2 と同一破片。 サ
１１0 23 瓦経拓本 １ - - 方便品第二 第一巻 なし １１0-１１ と同一破片。 エ

１１0 24 瓦経拓本 １ - - 譬喩品第三 第二巻「泉涌寺南谷出土
瓦経　山根蔵」

１１0-１5 にも載る。１１0-07、１１0-１2 と同一
個体（接合）。 未確認 シ

１１0 25 瓦経拓本 １ - - 授記品第六 第三巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」

拓本は小口面（１１0-06）と片面（１１0-１0
の反対面）の組み合わせ。 ツ

１１0 26 ①～④ 瓦経拓本 １ - - 4 点分（うち １ 点は片面のみ）を同一紙上
に採拓。１１0-１6（上述）が含まれる。

１１0 26 ① 瓦経拓本 - 方便品第二 第一巻 １１１-04 と同一破片。 カ

１１0 26 ② 瓦経拓本 - 薬王菩薩本事
品第二十三 第七巻「出所不明」 拓本は片面のみ。１１１-8- ①と同一破片。 ノ

１１0 26 ③ 瓦経拓本 - 化城喩品第七 第三巻 １１１-8- ②と同一破片。 ト

１１0 26 ④ 瓦経拓本 - 信解品第四 第二巻「泉涌寺南谷出土
瓦経　丹羽氏蔵」

１１0-１6 と同一破片。１１0-09 と接合して
１１0-28 となる。 チ

１１0 27 ①・② 瓦経拓本 １ - - 2 点分（１１１-0１ の一点と、１１１-02）を同一
紙上に採拓。

１１0 27 ① 瓦経拓本 - 提婆達多品第
十二 第五巻「出所不明」 １１１-0１- ① ネ

１１0 27 ② 瓦経拓本 - 序品第一 第一巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」 １１１-02 ア

１１0 28 瓦経拓本 2 - - 信解品第四 第二巻 なし 〔１１0-09〕+〔１１0-１6〕。接合資料らしい。 タ、チ

１１１ １ ①・② 瓦経拓本および
釈文 １「序品　第一　

八」 １ 第一巻 2 点分の拓本（表裏揃）が同一紙上に採拓
される。１１0-27- ①と １１0-１3 に該当。

１１１ １ ① 瓦経拓本および
釈文

提婆達多品第
十二 「出所不明」 １１0-27- ①と同一破片。 ネ

１１１ １ ② 瓦経拓本および
釈文 序品第一 第一巻 １１0-１3 と同一破片。釈読原稿はこの破片

のみが対象。１09-04 と同一個体。 ウ

１１１ 2 瓦経拓本および
釈文 １

「序品　三」、
「序品　四、
五、」

2 序品第一 第一巻「泉涌寺南谷出土　
丹羽氏蔵」 １１0-27- ②と同一破片。 ア

１１１ 3 瓦経拓本および
釈文 １「序品　七」 2 序品第一 第一巻「泉涌寺南谷出土

瓦経　山根蔵」 １１１-0１- ②と同一個体。 １09-4 イ

１１１ 4 瓦経拓本および
釈文 １「方便品　第二　

六〇」 １ 方便品第二 第一巻 １１0-26- ①と同一破片。 カ

１１１ 5 瓦経拓本および
釈文 １「方便品」 2 方便品第二 第一巻「泉涌寺南谷出土

瓦経　山根蔵」
釈文原稿用紙その １ の標題は方便品だが、
その 2 の内容は譬喩品か。 １09-3 オ

１１１ 6 瓦経拓本および
釈文 １

「譬喩品　第三　
一四〇」、「譬喩
品　第三　一四
三」

2 譬喩品第三 第二巻 １１0-１4- ②と同一破片。 ス

１１１ 7 瓦経拓本および
釈文 １

「化城品　二一
三　丹羽氏」、

「化城品　二一
四」

2 化城喩品第七 第三巻 １１0-08 と同一破片。 テ
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第 2 表．個体の復原案

復原
個体 対応する山根拓本 現存破片 校合 計算上の枚次 法量

（高×幅×厚）
１ 行

文字数 行数 実物
旧所蔵者

実物
所蔵機関 備考

A １１0-27-2、１１１-2 不明 法華経　
第一巻 序品第一 二枚目か − １7 9 丹羽氏 不明

B １１0-１3、１１１-0１- ②、
１１１-3 （№ １09-4） 法華経　

第一巻 序品第一 三枚目か − ×〔１95〕
× 22 １7 １0/9 丹羽氏、

山根氏
大阪歴史
博物館

C １１0-１１、１１0-23 不明 法華経　
第一巻 方便品第二 十六または十七

枚目か − １7 １0 丹羽氏 不明

D １１１-5 № １09-3 法華経　
第一巻 方便品第二 十九枚目か −×−× １6 １7 １0 山根氏 大阪歴史

博物館

E １１0-26- ①、１１１-4 不明 法華経　
第一巻 方便品第二 二十一枚目か − 20 １0 不明 不明

F １１0-3、１１0-4 不明 法華経　
第一巻 方便品第二 二十三枚目か − 20 １0 不明 不明

G １１0-2、１１0-5 不明 法華経　
第二巻 譬喩品第三 三枚目か − １7 １0 不明 不明

H １１0-20 東博 2１78-(3) 法華経　
第二巻 譬喩品第三 九または十枚目

か −× １98 × １2 １7 １0 田中氏 東京国立
博物館

I
１１0-7、１１0-１2、
１１0-１5、１１0-2１、
１１0-22、１１0-24

不明 法華経　
第二巻 譬喩品第三 十四または十五

枚目か
− ×〔200〕

×− １7 １0 丹羽氏、
山根氏 不明

拓本 １１0-24 の実物は
山根所蔵だったよう
だが、所在不明。

J １１0-１9、１１0-１4- ②、
１１１-6 （東博2１78-(2)） 法華経　

第二巻 譬喩品第三 二十枚目 244 × １98 ×
１7 １6 １0 丹羽氏、

田中氏
東京国立
博物館

１１0-１4- ②に丁付
（「廿」）

K １１0-１8 東博 2１78-(１) 法華経　
第二巻 信解品第四 二十二枚目か 24１ × １96 ×

１8 １7 １0 田中氏 東京国立
博物館

L
１１0-9、１１0-１6、
１１0-１7、１１0-26- ④、
１１0-28

不明 法華経　
第二巻 信解品第四 二十三枚目か − １7 １0 か 丹羽氏 不明

M １１0-6、１１0-１0、
１１0-25 不明 法華経　

第三巻 授記品第六 七枚目か −× １92 ×
１6 １7 9 か 丹羽氏 不明 １１0-6 に丁付（「三巻」

または「三　六」）

N １１0-8、１１１-7 不明 法華経　
第三巻

化城喩品
第七 十二枚目か − １7 − 丹羽氏 不明

O １１0-26- ③、
１１１-8- ② 不明 法華経　

第三巻
化城喩品

第七 十七枚目か − １7
（20） １0 不明 不明

P １１0-１4- ①、１１１-9 不明 法華経　
第三巻

化城喩品
第七

二十二枚目か − １7 か １0 か 不明 不明

P' １１１-１１ № １09-１ ＊補遺分 − １7 - 山根氏 大阪歴史
博物館 ウラ面文字なし

Q １１0-１、１１１-１0 不明 法華経　
第三巻

化城喩品
第七 二十五枚目か − １7 １0 丹羽氏 不明

R １１0-27- ①、
１１１-１- ① 不明 法華経　

第五巻
提婆達多品

第十二 一枚目 − １7 １0 不明 不明

S １１0-26- ②、
１１１-8- ① 不明 法華経　

第七巻

薬王菩薩本
事品

第二十三
十二枚目か − − − 丹羽氏 不明

T １１１-１2、１１１-１3 № １09-2 法華経　
第八巻

観世音菩薩
普門品

第二十五
二枚目 246 × １93 ×

１7 １7 １0 田中氏、
山根氏

大阪歴史
博物館

１１１-１2 に丁付
（「八巻　二」）

【第 2 表　註】
･「法量」は、実物があるものは実物から、それ以外は拓本から採寸し、瓦板の復原に効果があるもの（または復原の蓋然性が高そうなもの）のみを記載した。
　なお、〔 〕がつく数字は復原値を示す。
・「現存破片」欄で（ ）をつけたものは、実物を確認できていない同一個体破片の拓本が存在することを示す。

整理
番号

枝
番 細分 資料名 紙

数
釈読原稿用紙

の標題
紙
数 校合結果 巻数 拓本上の注記 備考 山根

瓦経
破片
記号

１１１ 8 ①・② 瓦経拓本および
釈文 １「化城品　二二

六」 2 第三巻 左記経典瓦経の他に １ 点分の拓本（片面
のみ）が同一紙上に採拓される。

１１１ 8 ① 瓦経拓本および
釈文

薬王菩薩本事
品第二十三 第七巻 拓本は片面のみ。１１0-26- ②と同一破片。 ノ

１１１ 8 ② 瓦経拓本および
釈文 化城喩品第七 第三巻 １１0-26- ③と同一破片。釈読原稿はこの破

片のみが対象。 ト

１１１ 9 瓦経拓本および
釈文 １「化城喩品　第

七　二四二」 １ 化城喩品第七 第三巻 １１0-１4- ①と同一破片。 ナ

１１１ １0 瓦経拓本および
釈文 １

「化城喩品　第
七　（二五〇
頁）」

１ 化城喩品第七 第三巻 １１0-0１ と同一破片。 ヌ

１１１ １１ 瓦経拓本および
釈文 １「化城品」 １ 化城喩品第七 第三巻「泉涌寺南谷出土

瓦経　山根蔵」
裏面が白面なので、拓本も片面のみ（た
だし 2 本載る） １09-１ ニ

１１１ １2 瓦経拓本および
釈文 2「普門品　五五

九」 2 観世音菩薩普
門品第二十五 第八巻「泉涌寺南谷出土

瓦経　田中氏蔵」
丁付（「八巻　ニ」）あり（下小口面）。
１09-02 と同一個体。 ハ

１１１ １3 瓦経拓本 １ - - 観世音菩薩普
門品第二十五 第八巻「泉涌寺南谷出土

瓦経　山根蔵」
2 片接合して採拓しているが、原品は接
合されていない（１09-02-0１,02）。「普門品　
五五九」（１１１-１2）と抱き合わされていた。

１09-2 ヒ、フ

240411本文_たて0116.indd   30 2020/01/16   18:24



（31）

大阪歴史博物館　研究紀要　第18号（2020）

　

①
拓
本　

三
八
枚
（
当
館
寄
贈
受
入
時
の
仮
整
理
番
号　

№
一
一
〇
）

　

②
拓
本
と
判
読
経
典
内
容
の
組
み
合
わ
せ　

三
三
枚
（
同
前　

№
一
一
一
）

　
　

＊
う
ち
、
拓
本
は
一
四
枚
。

　

③
校
合
結
果
を
示
す
と
思
し
き
経
典
内
容
の
引
き
写
し　

一
二
枚
（
同
前　

№
一
一

　
　

二
）

　

④
実
物
破
片
五
点
（
同
前　

№
一
〇
九
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

山
根
自
身
も
採
拓
し
た
瓦
経
の
校
合
を
進
め
て
い
た
よ
う
で
、
②
の
一
群
は
そ
の
成

果
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
す
べ
て
の
拓
本
に
つ
い
て
校
合
結
果
が
残
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
記
①
は
そ
う
し
た
未
校
合
の
拓
本
群
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

①
と
②
で
は
同
じ
破
片
の
拓
本
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
、
重
複
し
て
採
託
し
た
様
子

が
見
て
取
れ
る
（
以
下
、
そ
れ
ら
を
異
本
と
称
す
る
）。
さ
ら
に
①
の
中
に
お
い
て
さ

え
も
異
本
が
複
数
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
②
は
そ
の
内
部
に
異
本
を
含
ま
ず
、

さ
ら
に
②
の
み
に
存
在
す
る
拓
本
は
④
（
実
物
）
の
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
覧
を
第

1
表
に
示
す
。

　

こ
れ
ら
を
照
合
し
、
ま
と
め
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
お
し
た
結
果
、
破
片
二
八
点
（
破
片

ア
～
フ
、
こ
れ
に
は
片
面
の
み
の
も
の
も
含
む
）
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
各
破
片
の
校
合
結
果
を
ふ
ま
え
て
個
体
別
資
料
（
＝
粘
土
板
一
枚
分
）
と
し
て

再
編
し
た
も
の
が
第
2
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
な
ら
ば
最
終
的
な
結
論
と
し
て
提
示

す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
な
錯
綜
し
た
拓
本
の
在
り
よ
う
と
校
合
内
容
を

整
合
的
に
叙
述
す
る
と
い
う
行
論
上
の
都
合
か
ら
、
ま
ず
先
に
全
体
像
を
明
示
し
て
お

く
こ
と
に
し
た
。

　

第
2
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
復
原
さ
れ
る
個
体
は
全
部
で
二
一
点
に
の
ぼ
る
。
以

下
、
本
稿
で
は
①
と
②
を
ま
と
め
て
山
根
拓
本
、
④
を
山
根
瓦
経
と
呼
称
し
て
取
り
扱

う
こ
と
と
し
、
次
章
か
ら
書
写
さ
れ
た
経
典
内
容
の
順
序
に
従
っ
て
各
復
原
個
体
の
校

合
内
容
を
確
認
し
て
い
こ
う（

3
）。

三
．
各
復
原
個
体
の
校
合

（
一
）
復
原
個
体
Ａ
（
第
1
図
）

　

破
片
ア
か
ら
な
る
（
拓
本
№
に
つ
い
て
は
第
1
表
参
照
、
以
下
同
じ
）。
拓
本
の
う

ち
一
枚
に
は
出
土
地
名
と
採
拓
時
の
原
品
所
蔵
者
で
あ
っ
た
人
物
名
（「
丹
羽
氏
」）
が

墨
書
き
で
併
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
実
物
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
拓
本
上
で
の
法
量

は
、
高
さ
一
一
九
㎜
×
幅
一
二
五
㎜
を
測
る
。
拓
本
か
ら
は
原
品
の
文
字
面
が
だ
い
ぶ

荒
れ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
刻
字
の
描
線
も
細
く
、
あ
ま
り
深
く
な
い
よ

う
だ
。
両
面
と
も
に
罫
線
と
地
側
の
匡
郭
線
が
見
て
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
側
の
小
口

面
は
残
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
片
方
の
袖
側
が
直
線
的
に
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
も
小
口
面
と
み
な
し
た
。
ま
ず
は
こ
の
拓
本
の
判
読
結
果
を
示
す（

4
）。

《
Ｙ
面
》

　
　

倶
有
緊
□
□
王

羅
□
大
法
□
□
□
王

　

干
百
千
眷
倶
□
□

　
　

□
□
□
□
□
□

　
　
　

干
百
千
眷
□

　
　

㔟
菩　

□
□
□

　

菩　

藥
王
菩　

□

菩　

満
月
菩　

□
力

　

菩　

□
陀
婆
□
菩

　
　

□
（
菩
カ
）□

□
□
□
菩

《
Ｘ
面
》

　

こ
の
内
容
を
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、
大
正
大
蔵
経
と
略
称
）
に
よ
っ
て
校

合
し
た
結
果（

5
）、『
妙
法
蓮
華
経
』（
以
下
、
法
華
経
と
略
称
）
の
巻
一
「
序
品
第
一
」
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0 5cm

（1 : 2）

第 １ 図　復原個体Ａ

第 2 図　復原個体Ｂ
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で
あ
り
、
判
読
し
た
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
に
あ
た
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
配
置
案
を
以
下

に
示
す（

6
）。師

利
菩
薩
觀
世
音
菩
薩
得
大
勢
菩
薩
常
精
進

菩
薩
不
休
息
菩
薩
寶
掌
菩
薩
藥
王
菩
薩
勇

施
菩
薩
寶
月
菩
薩
月
光
菩
薩
滿
月
菩
薩
大
力

菩
薩
無
量
力
菩
薩
越
三
界
菩
薩
跋
陀
婆
羅
菩

薩
彌
勒
菩
薩
寶
積
菩
薩
導
師
菩
薩
如
是
等
菩

薩
摩
訶
薩
八
萬
人
倶
爾
時
釋
提
桓
因
與
其
眷

屬
二
萬
天
子
倶
復
有
名
月
天
子
普
香
天
子
寶

光
天
子
四
大
天
王
與
其
眷
屬
萬
天
子
倶
自
在

天
子
大
自
在
天
子
與
其
眷
屬
三
萬
天
子
倶
娑

１２３４５６７８９

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

婆
世
界
主
梵
天
王
尸
棄
大
梵
光
明
大
梵
等
與

其
眷
屬
萬
二
千
天
子
倶
有
八
龍
王
難
陀
龍
王

跋
難
陀
龍
王
娑
伽
羅
龍
王
和
脩
吉
龍
王
徳
叉

迦
龍
王
阿
那
婆
達
多
龍
王
摩
那
斯
龍
王
優
鉢
羅

龍
王
等
各
與
若
干
百
千
眷
屬
倶
有
四8

緊
那
羅
王

法
緊
那
羅
王
妙
法
緊
那
羅
王
大
法
緊
那
羅
王

持
法
緊
那
羅
王
各
與
若
干
百
千
眷
屬8

倶
有
四

乾
闥
婆
王
樂
乾
闥
婆
王
樂
音
乾
闥
婆
王
美
乾

闥
婆
王
美
音
乾
闥
婆
王
各
與
若
干
百
千
眷
屬

１２３４５６７８９

　

拓
本
の
観
察
に
お
い
て
想
定
さ
れ
た
小
口
面
の
残
存
は
、
こ
の
配
置
案
を
見
る
限
り

首
肯
さ
れ
よ
う
。
一
七
字
×
九
行
で
復
原
さ
れ
た
配
置
案
は
、
判
読
結
果
と
は
大
き
な

矛
盾
は
な
い
も
の
の
、
両
面
と
も
九
行
と
な
る
点
は
、
後
述
す
る
他
の
破
片
と
や
や
様

相
を
異
に
す
る
。
ま
た
一
部
に
一
六
字
ま
た
は
一
八
字
の
行
が
あ
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、

文
字
が
非
常
に
読
み
に
く
く
判
然
と
し
な
い
が
、
瓦
経
原
品
で
は
ウ
ラ
面
二
箇
所
に
脱

漏
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
罫
線
の
幅
は
一
四
～
一
五
㎜
、
地
側
の
匡
郭
外
余
白
は

オ
モ
テ
面
で
一
一
㎜
、
ウ
ラ
面
で
八
㎜
だ
っ
た
。

　

以
上
の
文
字
数
と
行
数
を
も
と
に
経
典
上
で
割
り
付
け
た
場
合
、
お
お
む
ね
同
巻
の

二
枚
目
に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る（

7
）。

（
二
）
復
原
個
体
Ｂ
（
第
2
図
）

　

結
果
的
に
破
片
二
点
（
イ
・
ウ
）
か
ら
復
原
さ
れ
た
個
体
。
ひ
と
つ
が
山
根
瓦
経
（
№

一
〇
九
―
四
）
で
、
こ
の
破
片
か
ら
採
ら
れ
た
拓
本
に
は
「
山
根
蔵
」
の
文
字
が
記
さ

れ
て
い
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
拓
本
（
異
本
あ
り
）
で
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
は
「
丹

羽
氏
蔵
」
の
注
記
が
な
さ
れ
る
。
二
つ
の
拓
本
の
各
注
記
は
同
じ
筆
跡
で
、
同
一
人
物

の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

瓦
経
片
・
拓
本
の
い
ず
れ
も
刻
字
は
細
い
。
加
え
て
表
面
の
痛
み
も
あ
る
。
山
根
瓦

経
片
は
、
高
さ
六
二
㎜
×
幅
一
五
二
㎜
×
厚
二
三
㎜
を
計
り
、
地
側
の
ほ
か
片
方
の
袖

側
で
も
小
口
面
を
残
す
。
焼
成
は
軟
調
（
土
師
質
）
だ
が
胎
土
は
緻
密
で
あ
る
。
一
方

の
拓
本
は
高
さ
一
四
四
㎜
×
幅
五
二
㎜
を
測
る
。

　

二
つ
の
破
片
を
判
読
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
大
正
大
蔵
経
に
よ
っ
て
校
合
し
た
結
果
、
両

者
は
連
接
し
、
法
華
経
巻
一
「
序
品
第
一
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
な
げ

た
二
片
の
判
読
内
容
と
配
置
案
を
続
け
て
示
そ
う
。
判
読
し
た
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
と
な

る
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

在
諸
佛

　
　
　
　
　
　

□
□
比
丘
尼

《
Ｘ
面
》

240411本文_たて0116.indd   33 2020/01/16   18:24



（34）

大阪歴史博物館所蔵の今熊野亀塚瓦経関係資料　―山根徳太郎旧蔵の拓本と瓦経片―（前編）

0 5cm
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第 3 図　復原個体C

第 4 図　復原個体D

第 5 図　復原個体E
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□
（
者
カ
）復
見
□

　
　
　
　
　
　

□
種
相
□
行

　
　
　
　
　
　

□
諸
佛
般
□

　
　
　
　
　
　
　

勒
菩
□
作

　
　
　
　
　
　
　

而
有
□
□

　
　
　
　
　
　

□
□
□
□
□

　

□
者
復
作
此
□
是
文
珠
□

　

□
供
養
□
去
无
□
□
□
□

　

我
今
當
問
尓
時
比
丘
比
丘

　

□
及
□
天　
　

神
□
□
作
□

　
　
　
　
　
　
　
　

尓
□
勒

　
　
　
　
　
　
　

□
（
丘
カ
）尼
優
波
（
婆
カ
）

　
　
　
　
　
　
　

之
心
而
問

　
　
　
　
　
　
　

神
通
之
相

　
　
　
　
　
　
　

見
彼
佛
□

　
　
　
　
　
　
　

宣
此
義
□

　
　
　
　
　
　
　

（
空
白
）

《
Ｙ
面
》盡

見
彼
土
六
趣
衆
生
又
見
彼
土
現
在
諸
佛

及
聞
諸
佛
所
説
經
法
并
見
彼
諸
比
丘
比
丘
尼

優
婆
塞
優
婆
夷
諸
修
行
得
道
者
復
見
諸

１２３

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

菩
薩
摩
訶
薩
種
種
因
縁
種
種
信
解
種
種
相
貌
行

菩
薩
道
復
見
諸
佛
般
涅
槃
者
復
見
諸
佛
般
涅

槃
後
以
佛
舍
利
起
七
寶
塔
爾
時
彌
勒
菩
薩
作

４５６

是
念
今
者
世
尊
現
神
變
相
以
何
因
縁
而
有
此
瑞

今
佛
世
尊
入
于
三
昧
是
不
可
思
議
現
希
有
事

當
以
問
誰
誰
能
答
者
復
作
此
念
是
文
殊
師
利8

法
王
之
子
已
曾
親
近
供
養
過
去
無
量
諸
佛
必

７８９10

應
見
此
希
有
之
相
我
今
當
問
爾
時
比
丘
比
丘

尼
優
婆
塞
優
婆
夷
及
諸
天
龍
鬼
神
等
咸
作
此

念
是
佛
光
明
神
通
之
相
今
當
問
誰
爾
時
彌
勒

菩
薩
欲
自
決
疑
又
觀
四
衆
比
丘
比
丘
尼
優
婆

塞
優
婆
夷
及
諸
天
龍
鬼
神
等
衆
會
之
心
而
問

文
殊
師
利
言
以
何
因
縁
而
有
此
瑞
神
通
之
相

放
大
光
明
照
于
東
方
萬
八
千
土
悉
見
彼
佛
國

界
莊
嚴
於
是
彌
勒
菩
薩
欲
重
宣
此
義
以

偈
問
曰
（
以
下
空
白
）

１２３４５６７８9

　

字
詰
は
基
本
一
七
字
と
み
ら
れ
る
が
一
六
字
ま
た
は
一
八
字
と
乱
れ
る
。
ま
た
拓
本

上
で
は
オ
モ
テ
面
九
行
目
の
最
後
尾
に
「
利
」
が
入
る
間
隙
は
な
く
、
か
つ
次
行
で
も

配
字
を
一
字
送
る
よ
う
な
措
置
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、「
利
」
を
脱
漏
と
み
な
し
た
。

ウ
ラ
面
三
行
目
末
尾
に
あ
た
る
「
爾
時
彌
勒
」
は
、
破
片
上
で
は
「
尓
□
勒
」
と
な
っ

て
い
る
た
め
、「
時
」
と
「
彌
」
の
ど
ち
ら
が
脱
漏
し
て
い
た
の
か
判
断
が
つ
か
な
か
っ

た
。
一
方
、
九
行
目
末
尾
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
点
は
経
典
と
瓦
経
で
一
致
す
る
。
罫

線
幅
は
オ
モ
テ
面
一
九
～
二
〇
㎜
、
ウ
ラ
面
で
一
八
～
二
〇
㎜
。
匡
郭
外
の
余
白
は
、

袖
側
（
ウ
ラ
面
の
み
）
八
～
一
〇
㎜
、
地
側
で
両
面
と
も
一
〇
㎜
で
あ
っ
た
。

　

山
根
瓦
経
と
拓
本
は
連
接
す
る
破
片
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
袖
側
を
残
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
粘
土
板
一
枚
分
の
全
幅
と
行
数
が
復
原
で
き
る
。
結
果
、
興
味
深
い
こ
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と
に
表
裏
で
行
数
が
異
な
り
、
オ
モ
テ
面
で
一
〇
行
、
ウ
ラ
面
九
行
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
配
置
は
他
の
個
体
に
見
出
し
え
な
か
っ
た
が
、
ウ
ラ
面
最
終
行
末
尾
が
空
白
に
な

る
こ
と
、
さ
ら
に
当
該
瓦
経
最
終
行
の
後
に
は
偈
文
が
続
く
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
何

ら
か
の
調
整
意
識
が
働
い
た
結
果
と
と
れ
よ
う
。
な
お
、
以
上
の
文
字
数
と
行
数
を
も

と
に
同
巻
で
割
り
付
け
た
場
合
、
三
ま
た
は
四
枚
目
に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
「
山
根
蔵
」
と
い
う
注
記
の
仕
方
は
、
原
品
の
所
有
者
を
示
す
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
同
時
に
注
記
を
行
っ
た
人
物
＝
所
蔵
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

実
際
に
山
根
瓦
経
と
し
て
原
品
が
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
品
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
か

も
、
そ
の
注
記
の
筆
跡
は
他
の
所
蔵
者
名
を
記
し
た
注
記
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
こ
の

事
実
か
ら
、
山
根
自
身
の
能
動
的
な
関
与
の
結
果
と
し
て
山
根
拓
本
が
あ
り
、
お
そ
ら

く
ほ
と
ん
ど
の
拓
本
を
山
根
が
自
ら
残
し
た
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う（

8
）。

（
三
）
復
原
個
体
Ｃ
（
第
3
図
）

　

破
片
エ
を
含
む
個
体
で
あ
る
。
拓
本
上
で
計
測
し
た
破
片
の
推
定
法
量
は
、
高
さ

一
四
五
㎜
×
幅
九
六
㎜
を
測
り
、
片
方
の
袖
と
地
側
で
小
口
面
を
残
す
と
推
測
さ
れ
た
。

罫
線
幅
は
各
面
と
も
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
オ
モ
テ
面
で
一
九
～
二
三
㎜
、
ウ
ラ
面
で

一
七
～
二
〇
㎜
を
測
る
。
地
側
匡
郭
外
の
余
白
は
両
面
と
も
七
～
八
㎜
で
あ
っ
た
。
表

面
の
荒
れ
が
酷
く
、
拓
本
上
で
の
文
字
観
察
が
極
め
て
困
難
だ
っ
た
が
、
辛
う
じ
て
認

識
で
き
た
文
字
を
判
読
結
果
と
し
て
以
下
に
示
し
て
お
く
。□

而
説
□
□
（
以
下
余
白
）

□
□
是
□
□
□
□
有
□
敬

　

是
□
□
□
□
□
□
□
□

増
上
□
比
丘
將
□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
《
Ｙ
面
》

《
Ｘ
面
》

□
□
（
言
カ
）（

以
下
余
白
）

　

こ
の
内
容
を
も
と
に
校
合
を
行
っ
た
結
果
、
法
華
経
巻
一
「
方
便
品
第
二
」
と
判
断

し
た
（
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
）。
そ
の
配
置
案
を
以
下
に
示
す
。

疑
惑
不
能
了　

爲
是
究
竟
法　

爲
是
所
行
道

佛
口
所
生
子　

合
掌
瞻
仰
待　

願
出
微
妙
音

時
爲
如
實
説　

諸
天
龍
神
等　

其
數
如
恒
沙

求
佛
諸
菩
薩　

大
數
有
八
萬　

又
諸
萬
億
國

轉
輪
聖
王
至　

合
掌
以
敬
心　

欲
聞
具
足
道

爾
時
佛
告
舍
利
弗
止
止
不
須
復
説
若
説
是

事
一
切
世
間
諸
天
及
人
皆
當
驚
疑
舍
利
弗
重

白
佛
言
世
尊
唯
願
説
之
唯
願
説
之
所
以
者
何

是
會
無
數
百
千
萬
億
阿
僧
祇
衆
生
曾
見
諸
佛

諸
根
猛
利
智
慧
明
了
聞
佛
所
説
則
能
敬
信
爾

１２３４５６７８９10

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

時
舍
利
弗
欲
重
宣
此
義
而
説
偈
言

法
王
無
上
尊
唯
説
願
勿
慮
是
會
無
量
衆
有
能
敬

信
者
佛
復
止
舍
利
弗
若
説
是
事
一
切
世
間
天
人
阿

修
羅
皆
當
驚
疑
増
上
慢
比
丘
將
墜
於
大
坑

爾
時
世
尊
重
説
偈
言

止
止
不
須
説　

我
法
妙
難
思　

諸
増
上
慢
者

聞
必
不
敬
信

爾
時
舍
利
弗
重
白
佛
言
世
尊
唯
願
説
之
今
此

１２３４５６７８
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會
中
如
我
等
比
百
千
萬
億
世
世
已
曾
從
佛
受

化
如
此
人
等
必
能
敬
信
長
夜
安
隱
多
所
饒
益

９10

　

当
個
体
は
偈
文
と
本
文
が
交
互
に
現
れ
る
部
分
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
認
識

で
き
た
文
字
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
成
否
の
判
断
が
難
し
い
。
参
考
ま
で
に
福
岡
県

飯
盛
山
瓦
経
の
配
置
復
原
案
の
該
当
箇
所
［
八
尋
一
九
八
二
、六
〇
頁
］
と
比
較
す
る
と
、

オ
モ
テ
面
で
は
一
字
ず
つ
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
ウ
ラ
面
で
は
偈
文
を
五
字
一
句

と
し
て
ま
と
め
て
書
写
す
べ
き
と
こ
ろ
を
一
句
の
途
中
で
改
行
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と

（
二
行
目
末
尾
）
な
ど
、
か
な
り
配
字
が
乱
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
飯

盛
山
瓦
経
の
当
該
部
分
で
は
表
裏
の
折
り
返
し
が
当
拓
本
の
ウ
ラ
面
二
行
目
か
ら
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。
脱
漏
が
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
袖
側
の
小
口
残
存

を
見
誤
っ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
判
断
は
同
一
個
体
破

片
な
い
し
直
前
の
数
個
体
分
を
配
置
で
き
る
破
片
が
今
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
待
た
ね

ば
な
る
ま
い
。

（
四
）
復
原
個
体
Ｄ
（
第
4
図
）

　

山
根
瓦
経
の
実
物
破
片
（
№
一
〇
九
―
三
、
破
片
オ
）
を
含
む
個
体
と
し
て
復
原
さ

れ
る
。
ま
た
こ
の
破
片
か
ら
採
取
し
た
拓
本
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
山
根
蔵
」

と
自
筆
さ
れ
て
い
た
。

　

実
物
破
片
は
片
方
の
袖
側
で
小
口
面
を
残
し
、
残
存
法
量
は
、
高
さ
七
九
㎜
×
幅

八
五
㎜
×
厚
さ
一
七
㎜
で
あ
っ
た
。
罫
線
間
隔
は
両
面
と
も
ほ
ぼ
二
〇
㎜
を
測
る
。
若

干
の
砂
粒
と
小
礫
が
混
入
す
る
も
の
の
、
胎
土
は
緻
密
で
あ
る
。
焼
成
は
軟
調
（
土
師

質
）
で
あ
っ
た
。
色
調
は
黄
褐
色
を
基
調
と
し
な
が
ら
文
字
面
で
は
淡
赤
褐
色
を
呈
す

る
。
淡
赤
褐
色
は
被
熱
痕
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

当
破
片
に
残
さ
れ
た
刻
字
は
、
前
出
の
個
体
と
比
較
し
て
明
ら
か
な
違
い
が
あ
り
、

端
的
に
い
え
ば
、
よ
り
整
っ
て
い
る
と
表
現
で
き
よ
う
。
や
や
小
ぶ
り
の
字
形
で
、
比

較
的
明
瞭
な
刻
線
は
右
下
が
り
の
特
徴
を
も
つ
。
先
の
破
片
群
と
は
別
の
書
写
者
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
判
読
結
果
を
示
す
。

切
十
方
諸
佛

无
量
无
数
方

　

生　
　

諸

□
諸
佛
聞
□

□
□　

言
□

此
皆　

得
一

世
界
中
尚

　
　

五
濁
悪

《
Ｙ
面
》

《
Ｘ
面
》

　

こ
の
内
容
を
も
と
に
大
正
大
蔵
経
に
て
校
合
し
た
結
果
、
法
華
経
巻
一
の
「
方
便
品

第
二
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
配
置
案
を
以
下
に
示
す
。

三
舍
利
弗
一
切
十
方
諸
佛
法
亦
如
是
舍
利
弗

過
去
諸
佛
以
無
量
無
數
方
便
種
種
因
縁
譬
喩

言
辭
而
爲
衆
生
演
説
諸
法
是
法
皆
爲
一
佛
乘

故
是
諸
衆
生
從
諸
佛
聞
法
究
竟
皆
得
一
切
種

智
舍
利
弗
未
來
諸
佛
當
出
於
世
亦
以
無
量
無

數
方
便
種
種
因
縁
譬
喩
言
辭
而
爲
衆
生
演
説

諸
法
是
法
皆
爲
一
佛
乘
故
是
諸
衆
生
從
佛
聞

法
究
竟
皆
得
一
切
種
智
舍
利
弗
現
在
十
方
無

量
百
千
萬
億
佛
土
中
諸
佛
世
尊
多
所
饒
益
安

樂
衆
生
是
諸
佛
亦
以
無
量
無
數
方
便
種
種
因

１２３４５６７８９10
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縁
譬
喩
言
辭
而
爲
衆
生
演
説
諸
法
是
法
皆
爲

一
佛
乘
故
是
諸
衆
生
從
佛
聞
法
究
竟
皆
得
一

切
種
智
舍
利
弗
是
諸
佛
但
教
化
菩
薩
欲
以
佛

之
知
見
示
衆
生
故
欲
以
佛
之
知
見
悟
衆
生
故

欲
令
衆
生
入
佛
知
見
道
故
舍
利
弗
我
今
亦
復

如
是
知
諸
衆
生
有
種
種
欲
深
心
所
著
隨
其
本

性
以
種
種
因
縁
譬
喩
言
辭
方
便
力
而
爲
説

法
舍
利
弗
如
此
皆
爲
得
一
佛
乘
一
切
種
智
故

舍
利
弗
十
方
世
界
中
尚
無
二
乘
何
況
有
三
舍

利
弗
諸
佛
出
於
五
濁
惡
世
所
謂
劫
濁
煩
惱
濁

１２３４５６７８９10

　

残
存
す
る
文
字
が
行
内
の
何
文
字
目
に
位
置
す
る
の
か
当
破
片
だ
け
で
は
判
断
つ
か

な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
配
置
案
の
よ
う
に
復
原
し
た
。
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
と
な
る
。
こ
の

復
原
案
が
正
し
け
れ
ば
、
同
巻
の
一
九
枚
目
に
相
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
五
）
復
原
個
体
Ｅ
（
第
5
図
）

　

異
本
の
拓
本
二
点
を
も
つ
破
片
カ
を
含
む
個
体
で
あ
る
。
拓
本
上
の
法
量
は
高
さ

七
二
㎜
×
幅
一
一
三
㎜
を
測
る
。
拓
本
を
見
る
限
り
、
袖
側
片
方
の
小
口
を
残
す
も
の

と
判
断
し
た
。
破
片
カ
の
書
体
・
刻
線
は
、
上
述
の
個
体
Ｄ
（
破
片
オ
）
の
そ
れ
に
よ

く
似
て
い
る
。
判
読
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

□
（
若
カ
）干
諸
欲
性
先

言
辞
方
便
力

　

生
未
曽
有

　

□　

小
□

　

□　

　
　

自
□

　
　

證
无
上

　

則
随
□
（
慳
カ
）
□
（
貪
カ
）

□
亦
无
貪
□

我
以
相
□
（
厳
カ
）身
□

《
Ｙ
面
》

《
Ｘ
面
》

　

こ
れ
を
も
と
に
大
正
大
蔵
経
で
校
合
し
た
結
果
、
法
華
経
巻
一
の
「
方
便
品
第
二
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
配
置
案
を
以
下
に
示
す
。

衆
生
心
所
念　

種
種
所
行
道　

若
干
諸
欲
性　

先
世
善
惡
業　

佛
悉
知
是
已　

以
諸
縁
譬
喩　

言
辭
方
便
力　

令
一
切
歡
喜　

或
説
修
多
羅　

伽
陀
及
本
事　

本
生
未
曾
有　

亦
説
於
因
縁　

譬
喩
并
祇
夜　

優
波
提
舍
經　

鈍
根
樂
小
法　

貪
著
於
生
死　

於
諸
無
量
佛　

不
行
深
妙
道　

衆
苦
所
惱
亂　

爲
是
説
涅
槃　

我
設
是
方
便　

令
得
入
佛
慧　

未
曾
説
汝
等　

當
得
成
佛
道　

所
以
未
曾
説　

説
時
未
至
故　

今
正
是
其
時　

決
定
説
大
乘　

我
此
九
部
法　

隨
順
衆
生
説　

入
大
乘
爲
本　

以
故
説
是
經　

有
佛
子
心
淨　

柔
軟
亦
利
根　

無
量
諸
佛
所　

而
行
深
妙
道　

爲
此
諸
佛
子　

説
是
大
乘
經　

我
記
如
是
人　

來
世
成
佛
道　

１２３４５６７８９10
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以
深
心
念
佛　

修
持
淨
戒
故　

此
等
聞
得
佛　

大
喜
充
遍
身　

佛
知
彼
心
行　

故
爲
説
大
乘　

聲
聞
若
菩
薩　

聞
我
所
説
法　

乃
至
於
一
偈　

皆
成
佛
無
疑　

十
方
佛
土
中　

唯
有
一
乘
法

無
二
亦
無
三　

除
佛
方
便
説　

但
以
假
名
字　

引
導
於
衆
生　

説
佛
智
慧
故　

諸
佛
出
於
世　

唯
此
一
事
實　

餘
二
則
非
眞　

終
不
以
小
乘　

濟
度
於
衆
生　

佛
自
住
大
乘　

如
其
所
得
法　

定
慧
力
莊
嚴　

以
此
度
衆
生　

自
證
無
上
道　

大
乘
平
等
法　

若
以
小
乘
化　

乃
至
於
一
人　

我
則
墮
慳
貪　

此
事
爲
不
可　

若
人
信
歸
佛　

如
來
不
欺
誑　

亦
無
貪
嫉
意　

斷
諸
法
中
惡　

故
佛
於
十
方　

而
獨
無
所
畏　

我
以
相
嚴
身　

光
明
照
世
間　

１２３４５６７８９10

　

当
該
箇
所
は
五
字
一
句
の
偈
文
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
一
行
を
二
〇
字
と
し
て
復
原
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し
た
。
ま
た
、
こ
の
結
果
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
で
あ
り
、
各
面
の
行
数
は
各
面
一
〇
行
で

あ
る
と
推
定
し
た
。
大
正
大
蔵
経
で
は
ウ
ラ
面
八
行
目
の
三
句
三
文
字
目
を
「
堕
」
と

す
る
が
、
当
破
片
の
う
え
で
判
読
し
た
結
果
は
「
随
」
で
あ
っ
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
敦

煌
本
が
「
隨
」
と
す
る
よ
う
だ
が
［
高
楠
一
九
八
九
、八
頁
］、
あ
く
ま
で
も
拓
本
上
の

判
読
な
の
で
即
断
は
控
え
た
い
。

　

当
個
体
は
経
典
同
巻
の
上
で
の
枚
次
が
二
一
枚
目
と
計
算
さ
れ
、
上
述
し
た
よ
う
な

個
体
Ｄ
と
の
文
字
の
類
似
性
を
支
持
す
る
か
の
よ
う
に
、
経
典
上
近
い
箇
所
に
位
置
す

る
。
た
だ
し
、
個
体
Ｄ
が
ウ
ラ
面
左
袖
側
に
匡
郭
線
ら
し
き
垂
線
を
有
す
る
の
に
対
し

て
、
当
個
体
で
は
両
面
と
も
に
明
確
な
匡
郭
線
は
観
察
で
き
な
い
な
ど
の
差
異
も
示
す
。

な
お
、
オ
モ
テ
面
の
罫
線
間
隔
は
お
お
む
ね
一
九
㎜
、
ウ
ラ
面
は
一
九
～
二
〇
㎜
で
あ
っ

た
。
匡
郭
線
が
な
い
た
め
な
の
か
、
両
面
と
も
袖
側
の
罫
線
間
隔
が
や
や
離
れ
た
値
を

示
す
（
オ
モ
テ
面
で
は
二
〇
㎜
、
ウ
ラ
面
で
は
一
八
㎜
）
こ
と
は
罫
線
と
匡
郭
線
の
現

れ
方
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

（
六
）
復
原
個
体
Ｆ
（
第
6
図
）

　

異
本
の
拓
本
二
点
を
も
つ
破
片
キ
か
ら
復
原
さ
れ
た
個
体
。
拓
本
上
で
計
測
し
た
破

片
の
法
量
は
高
さ
一
一
三
㎜
×
幅
一
二
一
㎜
で
、
袖
側
片
方
と
地
側
の
小
口
面
を
残
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
拓
本
の
書
体
も
、
個
体
Ｄ
・
Ｅ
の
そ
れ
に
や
や
近
い
。
判

読
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。

□
□
□
野
中
積
土
成
佛
□

如
是
諸
人　

皆
已
成
佛
道

　

彫
成　

□
皆
已
成
佛
道

　

□
及
鈆
錫
鐡
木
及
與
泥

《
Ｘ
面
》

　

□
（
自
カ
）作　

使
人
□
□
成
佛

　
　

以
□
□
□
畫
作
佛
□
道

　

□
□
□
□
皆
□
成
佛
道

　
　

□　

□
□
寶
□
及
畫

　

□
人
作　

□
□
□
角
貝

　

如
是　

□
音
盡
持
以
供
□

　

□
□
□
音
皆
已
□
□
道

　
　
　
　

□
□
□
□　

佛

《
Ｙ
面
》

像

　

こ
の
よ
う
に
両
面
で
最
終
文
字
が
行
間
に
配
置
さ
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ

れ
を
校
合
す
る
こ
と
で
、
経
典
上
の
文
字
配
置
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
大
正
大
蔵
経
と
校
合
し
た
結
果
、
法
華
経
巻
一
の
「
方
便
品
第
二
」
に
該
当

す
る
と
判
断
さ
れ
た
。
当
該
箇
所
は
偈
文
か
ら
な
る
た
め
、
一
行
二
〇
字
で
の
配
置
案

を
以
下
に
示
す
。

如
是
諸
人
等　

皆
已
成
佛
道　

諸
佛
滅
度
已　

若
人
善
軟
心　

如
是
諸
衆
生　

皆
已
成
佛
道　

諸
佛
滅
度
已　

供
養
舍
利
者　

起
萬
億
種
塔　

金
銀
及
頗
梨　

車　

與
馬
腦　

玫
瑰
琉
璃
珠　

清
淨
廣
嚴
飾　

莊
校
於
諸
塔　

或
有
起
石
廟　

栴
檀
及
沈
水　

木
櫁
并
餘
材　

塼
瓦
泥
土
等　

若
於
曠
野
中　

積
土
成
佛
廟

乃
至
童
子
戲　

聚
沙
爲
佛
塔　

如
是
諸
人
等　

皆
已
成
佛
道

若
人
爲
佛
故　

建
立
諸
形
像　

刻
彫
成
衆
相　

皆
已
成
佛
道

或
以
七
寶
成　

鍮
石
赤
白
銅　

白
鑞
及
鉛
錫　

鐵
木
及
與
泥
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第 6 図　復原個体F

第 7 図　復原個体G
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或
以
膠
漆
布　

嚴
飾
作
佛
像　

如
是
諸
人
等　

皆
已
成
佛
道

彩
畫
作
佛
像　

百
福
莊
嚴
相　

自
作
若
使
人　

皆
已
成
佛
道

乃
至
童
子
戲　

若
草
木
及
筆　

或
以
指
爪
甲　

而
畫
作
佛
像

○910
［　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］

如
是
諸
人
等　

漸
漸
積
功
徳　

具
足
大
悲
心　

皆
已
成
佛
道

但
化
諸
菩
薩　

度
脱
無
量
衆　

若
人
於
塔
廟　

寶
像
及
畫
像

以
華
香
幡
蓋　

敬
心
而
供
養　

若
使
人
作
樂　

撃
鼓
吹
角
貝

簫
笛
琴
箜
篌　

琵
琶
鐃
銅
鈸　

如
是
衆
妙
音　

盡
持
以
供
養

或
以
歡
喜
心　

歌
唄
頌
佛
徳　

乃
至
一
小
音　

皆
已
成
佛
道

若
人
散
亂
心　

乃
至
以
一
華　

供
養
於
畫
像　

漸
見
無
數
佛

或
有
人
禮
拜　

或
復
但
合
掌　

乃
至
擧
一
手　

或
復
小
低
頭

以
此
供
養
像　

漸
見
無
量
佛　

自
成
無
上
道　

廣
度
無
數
衆

入
無
餘
涅
槃　

如
薪
盡
火
滅　

若
人
散
亂
心　

入
於
塔
廟
中

一
稱
南
無
佛　

皆
已
成
佛
道　

於
諸
過
去
佛　

在
世
或
滅
度

１２３４５６７８９10

　

こ
の
結
果
、
オ
モ
テ
面
（
Ｘ
面
）
で
は
「
道
」、
ウ
ラ
面
で
は
「
像
」、「
養
」
な
ど

の
各
一
字
が
行
末
に
折
り
返
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
（
言
い
換
え
れ
ば
、
一
行
に
収
ま

ら
な
か
っ
た
文
字
を
脇
に
置
い
て
い
る
）
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
オ
モ
テ
面
に

は
一
行
分
の
脱
漏
（
○
の
行
）
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

な
お
、
行
数
は
ひ
と
ま
ず
各
面
一
〇
行
で
復
原
し
て
い
る
が
、
残
存
破
片
か
ら
は
こ

れ
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
大
き
な
逸
脱
は
な
い
も
の
考
え
ら
れ
、
参

考
ま
で
に
同
巻
で
の
枚
次
を
計
算
す
る
と
、
二
三
枚
目
前
後
に
相
当
し
た
と
推
量
さ
れ

る
。

（
七
）
復
原
個
体
Ｇ
（
第
7
図
）

　

異
本
の
拓
本
二
点
を
も
つ
破
片
ク
か
ら
復
原
さ
れ
た
個
体
で
あ
る
。
拓
本
上
の
法
量

は
、
高
さ
一
六
五
㎜
×
幅
一
〇
四
㎜
で
あ
っ
た
。
天
側
と
片
方
の
袖
側
で
小
口
面
を
残

す
も
の
と
見
ら
れ
、
天
側
の
匡
郭
線
は
両
面
と
も
に
認
識
で
き
る
。

　

文
字
は
針
書
き
状
の
細
線
で
、
や
や
大
振
り
で
あ
る
。
Ｙ
面
で
は
損
耗
の
た
め
に
文

字
の
存
在
は
確
認
で
き
て
も
判
読
が
難
し
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
以
下
の
よ
う
に
判
読

し
た
。

　
　
　

□
□
（
盡
カ
）□
□
實
□
中
我

　
　
　

□
輪　

教
化
諸
菩　

尓
時
佛
告
舎
利
弗
吾
今　

天
人

□
（
等
カ
）
大　

中　

我
者
曽
捨
二
万
億
□

□
（
道
カ
）　

常
教
化
汝
汝
亦
長
夜
随
我

《
Ｘ
面
》

□
□
□
□
□
界
□
□
□
□
各
□

有
華
□
華　
　
　
　

以
□
□
□

弗
　
　
　

大
寶
□
□
□
□

　
　
　

□
□
大
寶
□
□

《
Ｙ
面
》

　

こ
の
判
読
結
果
を
も
と
に
校
合
し
た
結
果
、
法
華
経
巻
二
の
「
譬
喩
品
第
三
」
に
相

当
す
る
箇
所
が
見
出
せ
た
。
以
下
に
配
置
案
を
示
す
。
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疑
悔
永
已
盡
安
住
實
智
中
我
定
當
作
佛
爲
天
人
所
敬

轉
無
上
法
輪
教
化
諸
菩
薩

爾
時
佛
告
舍
利
弗
吾
今
於
天
人
沙
門
婆
羅
門

等
大
衆
中
説
我
昔
曾
於
二
萬
億
佛
所
爲
無
上

道
故
常
教
化
汝
汝
亦
長
夜
隨
我
受
學
我
以
方

便
引
導
汝
故
生
我
法
中
舍
利
弗
我
昔
教
汝
志

願
佛
道
汝
今
悉
忘
而
便
自
謂
已
得
滅
度
我
今

還
欲
令
汝
憶
念
本
願
所
行
道
故
爲
諸
聲
聞
説

是
大
乘
經
名
妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
佛
所
護
念

舍
利
弗
汝
於
未
來
世
過
無
量
無
邊
不
可
思
議

１２３４５６７８９10

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

劫
供
養
若
干
千
萬
億
佛
奉
持
正
法
具
足
菩
薩

所
行
之
道
當
得
作
佛
號
曰
華
光
如
來
應
供
正

遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫

天
人
師
佛
世
尊
國
名
離
垢
其
土
平
正
清
淨
嚴

飾
安
隱
豐
樂
天
人
熾
盛
琉
璃
爲
地
有
八
交
道

黄
金
爲
繩
以
界
其
側
其
傍
各
有
七
寶
行
樹
常

有
華
菓
華
光
如
來
亦
以
三
乘
教
化
衆
生
舍
利

弗
彼
佛
出
時
雖
非
惡
世
以
本
願
故
説
三
乘
法

其
劫
名
大
寶
莊
嚴
何
故
名
曰
大
寶
莊
嚴
其
國

中
以
菩
薩
爲
大
寶
故
彼
諸
菩
薩
無
量
無
邊
不

１２３４５６７８９10

　

オ
モ
テ
面
（
Ｘ
面
）
の
開
始
二
行
は
偈
文
で
あ
っ
た
た
め
一
行
二
〇
字
で
復
原
し
た
。

二
行
目
の
最
終
句
が
行
の
中
位
で
完
結
す
る
配
置
を
採
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
以
外

は
一
七
字
で
、
行
数
は
各
面
一
〇
行
と
み
な
せ
る
。
配
置
案
を
も
と
に
枚
次
の
復
原
を

試
み
た
と
こ
ろ
、
三
枚
目
ま
た
は
四
枚
目
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

罫
線
幅
は
各
面
と
も
一
八
～
二
〇
㎜
で
あ
っ
た
。
天
側
匡
郭
外
の
余
白
は
九
㎜
で
あ
っ

た
。
両
面
と
も
袖
側
匡
郭
線
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
八
）
復
原
個
体
Ｈ
（
第
8
図
）

　

山
根
拓
本
一
点
（
破
片
ケ
）
を
含
み
、
か
つ
そ
の
原
品
が
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
破

片
（
Ｂ
―
二
一
七
八
―
三
）
で
あ
る
個
体
。
当
破
片
に
つ
い
て
は
す
で
に
判
読
内
容
と

配
置
案
を
提
示
し
た
が
、
以
下
に
前
稿
か
ら
の
訂
正
も
含
め
て
再
掲
す
る（

9
）。

病
死　

悲
苦　

愚
□
暗
□

得
阿
耨
多　

三　

三
菩
提
□

病
死
憂
悲
苦　

之　

燒
□

受
種
種
苦
又
以
貪
著　

□

地
獄
畜
生
餓
鬼
之
苦　

生

窮
困
苦　

別
離
苦
怨
憎

苦
衆
生
□
在
其
中
歓
□
（
喜
カ
）

不
怖
亦
不
生
厭
不
求
□

西　

走
雖　

大
苦
不

　

便
作
是
念
我　

□

《
オ
モ
テ
面
》

　
　

□
□
佛
智
□

□
□
是　
　

我
但
以
□

便　

諸
衆
生
讃
如
来

不
□
以
是
得
度　

□
□

老
病
死　

悲
苦　

而　

□

　
　

佛
之
智　

舍
利
弗
□

有
力
而
不
用
之
但
以
慇　

《
ウ
ラ
面
》
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宅
之　

然
後
各
□
珎
寳
□

□
□
力
无　

畏
而
不
用
□

三
界
火
宅
拔
□
衆
生　

□
（
説
カ
）

病
死
憂
悲
苦
惱
愚
癡
闇3

蔽
三
毒
之
火
教
化
令

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
見
諸
衆
生
爲
生
老

病
死
憂
悲
苦
惱
之
所
燒
煮
亦
以
五
欲
財
利
故

受
種
種
苦
又
以
貪
著
追
求
故
現
受
衆
苦
後
受

地
獄
畜
生
餓
鬼
之
苦
若
生
天
上
及
在
人
間
貧

窮
困
苦
愛
別
離
苦
怨
憎
會
苦
如
是
等
種
種
諸

苦
衆
生
沒
在
其
中
歡
喜
遊
戲
不
覺
不
知
不
驚

不
怖
亦
不
生
厭
不
求
解
脱
於
此
三
界
火
宅
東

西
馳
走
雖
遭
大
苦
不
以
爲
患
舍
利
弗
佛
見
此

已
便
作
是
念
我
爲
衆
生
之
父
應
拔
其
苦
難
與

１２３４５６７８９10

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

無
量
無
邊
佛
智
慧
樂
令
其
遊
戲
舍
利
弗
如
來

復
作
是
念
若
我
但
以
神
力
及
智
慧
力
捨
於
方

便
爲
諸
衆
生
讃
如
來
知
見
力
無
所
畏
者
衆
生

不
能
以
是
得
度
所
以
者
何
是
諸
衆
生
未
免
生

老
病
死
憂
悲
苦
惱
而
爲
三
界
火
宅
所
燒
何
由

能
解
佛
之
智
慧
舍
利
弗
如
彼
長
者
雖
復
身
手

有
力
而
不
用
之
但
以
殷
勤
方
便
勉
濟
諸
子
火

宅
之
難
然
後
各
與
珎
寶
大
車
如
來
亦
復
如
是

雖
有
力
無
所
畏
而
不
用
之
但
以
智
慧
方
便
於

三
界
火
宅
拔
濟
衆
生
爲
説
三
乘
聲
聞
辟
支
佛

１２３４５６７８９10

0 5cm

（1 : 2）

第 8 図　復原個体H
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当
該
破
片
は
残
存
高
一
五
一
㎜
、
幅
一
九
八
㎜
（
原
形
）、
厚
さ
は
一
一
～
一
二
㎜

を
測
る
。
法
華
経
巻
二
の
「
譬
喩
品
第
三
」
の
一
部
に
相
当
し
、
上
記
復
原
案
に
基
づ

い
て
同
巻
の
九
枚
目
な
い
し
一
〇
枚
目
と
推
定
し
た
。

　

こ
の
破
片
は
、
他
の
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
亀
塚
瓦
経
と
比
べ
る
と
表
面
の
遺
存
状

態
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
刻
字
の
判
読
は
し
や
す
い
。
書
体
は
比
較
的
し
っ

か
り
と
し
た
線
刻
で
や
や
大
振
り
の
文
字
と
な
る
。
ま
た
一
画
ず
つ
意
識
し
て
書
写
し

て
い
る
ら
し
く
、
止
め
や
跳
ね
も
丁
寧
で
あ
る
。
復
原
個
体
Ｃ
の
針
書
き
様
の
筆
致
や
、

個
体
Ｄ
の
や
や
小
ぶ
り
な
文
字
と
も
異
な
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

前
稿
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
当
破
片
か
ら
採
ら
れ
た
山
根
拓
本
に
は
「
泉
涌
寺
南

谷
出
土
瓦
経　

田
中
氏
蔵
」
の
注
記
が
あ
る
の
に
対
し
、
東
京
国
立
博
物
館
の
記
録
に

は
当
破
片
を
含
む
四
点
の
寄
贈
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
伊
藤
庄
兵
衛
と
い
う
名
前
が
出

て
い
る
。
瓦
経
の
発
見
後
に
ど
ん
な
人
物
た
ち
が
関
わ
り
、
東
京
国
立
博
物
館
へ
の
収

蔵
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
経
過
の
一
部
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
九
）
復
原
個
体
Ｉ
（
第
9
図
）

　

破
片
三
点
（
コ
・
サ
・
シ
）
か
ら
な
る
復
原
個
体
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
拓
本
の
み
が

現
存
す
る
。
各
破
片
か
ら
採
取
さ
れ
た
拓
本
と
、
一
紙
面
上
に
ま
と
め
て
採
ら
れ
た
も

の
（
第
9
図
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
山
根
拓
本
№
一
一
〇
―
二
四

（
第
9
図
所
載
拓
本
の
下
段
小
型
破
片
）
に
は
「
山
根
蔵
」
の
注
記
が
残
る
こ
と
か
ら
、

原
品
を
山
根
が
所
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
山
根
瓦
経
の
中
に
は
現
存
し
な
い
。

残
り
の
拓
本
に
は
「
丹
羽
氏
蔵
」
の
注
記
が
あ
る
。

　

ま
と
め
て
採
取
さ
れ
た
拓
本
を
も
と
に
残
存
部
位
の
最
大
値
を
測
る
と
、
高
さ
が

二
二
〇
㎜
、
幅
二
〇
〇
㎜
と
な
る
。
拓
本
を
見
る
限
り
、
両
袖
の
小
口
面
を
遺
し
て
い

る
ら
し
く
、
し
た
が
っ
て
上
記
の
幅
は
粘
土
板
一
枚
分
を
示
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。

文
字
は
針
書
き
様
の
細
い
描
線
で
、
認
識
で
き
な
い
部
分
も
多
か
っ
た
が
、
筆
致
は
丁

寧
な
よ
う
だ
。
拓
本
の
判
読
結
果
を
三
点
分
ま
と
め
て
以
下
に
示
す
。

《
Ｘ
面
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
之
具　

□　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
門
外　

□　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意　
　
　

□　
　
　

諸
子
□
（
聞
カ
）　
　
　
　
　
　
　
　

時
□
□　

□　
　
　

到　

空
地　

離
諸　
　
　
　

者
見
子　

□　
　
　

□
□
□
□　

坐
師
□　
　
　

自
□
言　

我
今　
　

□
□
□
□　

□
育
甚
□　

□
□
无
知　

而
入
□　

□
□
□
□　

□
□
□
□　

□
□
□
□　

□　
　
　

而
此
諸
□　

□　

□
□　

□　
　
　
　
　
　
　

是　

諸
人　

我
今
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
Ｙ
面
》皆

詣
□
□　

而
□
□
□　

□　
　
　
　
　
　
　
　

□
□　

□　

□
□
□
□　

□
以
三　
　
　
　
　
　

今
正
是
□　

□
□
□
□　

□
者
大
□　

□　
　
　

金
□
□
□　

□
□
馬
□　

□
□
寶
物　

□
諸
□　

荘
□
□
□　

周
□
□　
　
　

□
懸
鈴　

金
□　
　

真
□　
　
　

張
□　
　
　
　

華
諸
瓔　

□　
　
　

　

□
□　
　
　
　
　
　
　
　

軟　

□　

□　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
浄
潔　

□　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

體
妹
好　

□　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
妙
車　

□　
　
　

　

こ
れ
を
も
と
に
、
大
正
大
蔵
経
に
て
校
合
し
た
結
果
、
法
華
経
巻
二
の
「
譬
喩
品
第

三
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
と
判
断
で
き
た
。
そ
の
配
置
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第 9 図　復原個体I

240411本文_たて0116.indd   45 2020/01/16   18:25



（46）

大阪歴史博物館所蔵の今熊野亀塚瓦経関係資料　―山根徳太郎旧蔵の拓本と瓦経片―（前編）

案
を
以
下
に
示
す
。

告
諸
子
等　

我
有
種
種　

珍
玩
之
具　

妙
寶
好
車

羊
車
鹿
車　

大
牛
之
車　

今
在
門
外　

汝
等
出
來

吾
爲
汝
等　

造
作
此
車　

隨
意
所
樂　

可
以
遊
戲

諸
子
聞
説　

如
此
諸
車　

即
時
奔
競　

馳
走
而
出

到
於
空
地　

離
諸
苦
難　

長
者
見
子　

得
出
火
宅

住
於
四
衢　

坐
師
子
座　

而
自
慶
言　

我
今
快
樂

此
諸
子
等　

生
育
甚
難　

愚
小
無
知　

而
入
險
宅

多
諸
毒
蟲　

魑
魅
可
畏　

大
火
猛
炎　

四
面
倶
起

而
此
諸
子　

貪
樂
嬉
戲　

我
已
救
之　

令
得
脱
難

是
故
諸
人　

我
今
快
樂　

爾
時
諸
子　

知
父
安
坐

１２３４５６７８９10

１

２

３

４

５　
６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

皆
詣
父
所　

而
白
父
言　

願
賜
我
等　

三
種
寶
車

如
前
所
許　

諸
子
出
來　

當
以
三
車　

隨
汝
所
欲

今
正
是
時　

唯
垂
給
與　

長
者
大
富　

庫
藏
衆
多

金
銀
琉
璃　

車　

馬
腦　

以
衆
寶
物　

造
諸
大
車

莊
校
嚴
飾　

周
匝
欄
楯　

四
面
懸
鈴　

金
繩
交
絡

眞
珠
羅
網　

張
施
其
上　

金
華
諸
瓔　

處
處
垂
下

衆
綵
雜
飾　

周
匝
圍
繞　

柔
軟
繒
纊　

以
爲
茵
蓐

上
妙
細　
　

價
直
千
億　

鮮
白
淨
潔　

以
覆
其
上

有
大
白
牛　

肥
壯
多
力　

形
體
姝
好　

以
駕
寶
車

多
諸
儐
從　

而
侍
衞
之　

以
是
妙
車　

等
賜
諸
子

１２３４５６７８９10

　

経
典
で
の
当
該
部
位
は
、
四
字
一
句
の
偈
文
で
構
成
さ
れ
る
箇
所
で
あ
り
、
拓
本
を

よ
く
見
る
と
四
字
ご
と
に
や
や
間
隔
が
広
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
句
頭
の
文

字
位
置
が
横
に
揃
え
ら
れ
て
お
り
、
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
空
白
を
含
め
た
一
九
字

分
で
配
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
た
め
、
復
原
で
は
こ
の
配
置
を
採
っ

た
。
行
数
は
各
面
一
〇
行
と
な
る
。

　

天
側
に
は
は
っ
き
り
と
匡
郭
線
が
看
取
で
き
、
余
白
は
九
㎜
で
あ
っ
た
。
オ
モ
テ
面

右
袖
側
に
も
匡
郭
線
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。
罫
線
幅
は
各
面
と

も
一
九
㎜
を
基
調
と
し
、
そ
の
前
後
一
㎜
程
度
の
範
囲
に
収
ま
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
オ

モ
テ
面
の
八
行
目
と
九
行
目
の
境
界
に
あ
た
る
罫
線
に
引
き
直
し
ら
し
い
ズ
レ
と
重
な

り
が
見
て
取
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

な
お
、
当
破
片
を
先
の
復
原
案
に
も
と
づ
い
て
同
一
巻
上
で
割
り
付
け
た
場
合
、

一
四
枚
目
な
い
し
一
五
枚
目
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
〇
）
復
原
個
体
Ｊ
（
第
10
図
）

　

山
根
拓
本
三
点
に
相
当
す
る
破
片
ス
・
セ
か
ら
復
原
さ
れ
る
個
体
で
あ
る
。
破
片
セ

の
拓
本
原
品
が
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
破
片
（
Ｂ
―
二
一
七
八
―
二
）
に
あ
た
る
こ
と
、

さ
ら
に
破
片
ス
（
山
根
拓
本
№
一
一
一
―
六
）
が
こ
れ
に
連
接
す
る
こ
と
を
前
稿
で
指

摘
し
た
。
そ
の
判
読
内
容
と
復
原
案
を
再
掲
す
る
。

告
舎
利
弗
謗
斯　

者　
　

其
罪

□
□
□
縁
我　

語
汝
無
智
人
□
（
中
カ
）

□
□
利
根
智　

明
了
多
聞
强
□
（
識
カ
）

□
□
□
□
乃
可　
　
　

人
曽
見

□
□
□
夲
□
心
堅
固
如
是
之

　

人
精
進
常
□
慈
心　

□
□

　

人　

敬
无
有　

心
離
諸
□

如
是
之
人
乃
可
為
説
又
舎
□
（
利
カ
）

窮
劫
不
盡

莫
説
此
□

求
佛
□
□

億
百
千
佛

《
オ
モ
テ
面
》
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捨
悪
知
識
親
近
善
犮
如
是
□

　

□
□
子
持
戒
清　

如
淨
□

□
□
□
人
乃
可　
　
　

人　

□

□
□
一
切
□
□
諸
佛
如
是
之
□

□
□
□
子　

大
衆
中
以
清
淨

□
□
言
□
説
法
无
□
如
是
之
□

　

有
比
丘　

一
切
智
四
方
求
□
（
法
カ
）

但　

受
持
大
乗　
　

乃
至
不
□

□
是
之
人
乃
可　
　

如
人
至
□
（
心
カ
）　

如
□
求　

得
已
頂
□
其
人
不
□

□
□
曽　

外
道　

籍
如
是
之
人

告
舎
利
弗
我　

是
相
求
佛
道
□
（
者
カ
）

《
ウ
ラ
面
》

求
佛
舎
利

志
求
餘
□

乃
何　

□

□
□
□
盡

告
舍
利
弗　

謗
斯
經
者　

若
説
其
罪　

窮
劫
不
盡

以
是
因
縁　

我
故
語
汝　

無
智
人
中　

莫
説
此
經

若
有
利
根　

智
慧
明
了　

多
聞
強
識　

求
佛
道
者　

如
是
之
人　

乃
可
爲
説　

若
人
曾
見　

億
百
千
佛

殖
諸
善
本　

深
心
堅
固　

如
是
之
人　

乃
可
爲
説

若
人
精
進　

常
修
慈
心　

不
惜
身
命　

乃
可
爲
説

若
人
恭
敬　

無
有
異
心　

離
諸
凡
愚　

獨
處
山
澤

如
是
之
人　

乃
可
爲
説　

又
舍
利
弗　

若
見
有
人

捨
惡
知
識　

親
近
善
友　

如
是
之
人　

乃
可
爲
説

若
見
佛
子　

持
戒
清
潔　

如
淨
明
珠　

求
大
乘
經

１２３４５６７８９10

１

２

３

４

５　
６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

如
是
之
人　

乃
可
爲
説　

若
人
無
瞋　

質
直
柔
軟

１

常
愍
一
切　

恭
敬
諸
佛　

如
是
之
人　

乃
可
爲
説　

復
有
佛
子　

於
大
衆
中　

以
清
淨
心　

種
種
因
縁　

譬
喩
言
辭　

説
法
無
礙　

如
是
之
人　

乃
可
爲
説　

若
有
比
丘　

爲
一
切
智　

四
方
求
法　

合
掌
頂
受　

但
樂
受
持　

大
乘
經
典　

乃
至
不
受　

餘
經
一
偈　

如
是
之
人　

乃
可
爲
説　

如
人
至
心　

求
佛
舍
利　

如
是
求
經　

得
已
頂
受　

其
人
不
復　

志
求
餘
經　

亦
未
曾
念　

外
道
典
籍　

如
是
之
人　

乃
可
爲
説　

告
舍
利
弗　

我
説
是
相　

求
佛
道
者　

窮
劫
不
盡　

２３４５６７８９10

　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
原
品
（
破
片
セ
）
は
天
・
両
袖
の
小
口
面
を
残
し
て
お
り
、

ま
た
破
片
ス
で
は
地
側
の
小
口
が
残
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
粘
土
板
一
枚
分
の
法

量
が
割
り
出
せ
る
。
そ
の
数
値
を
示
す
と
、
高
さ
は
二
四
二
㎜
前
後
、
幅
は
一
九
七
～

一
九
八
㎜
と
な
る
。

　

二
つ
の
破
片
の
判
読
内
容
か
ら
、
当
個
体
が
法
華
経
巻
二
の
「
譬
喩
品
第
三
」
上
に

位
置
す
る
と
の
判
断
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
破
片
ス
の
拓
本
に
は
小
口
部
分
と
思

わ
れ
る
補
遺
が
併
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
廿
」
の
文
字
に
判
読
で
き
た
こ
と
か
ら

こ
れ
を
丁
付
と
み
な
し
、
当
個
体
を
同
巻
の
二
〇
枚
目
に
あ
た
る
と
も
推
定
し
た
。

　

こ
の
個
体
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
罫
線
お
よ
び
匡
郭
線
が
ウ
ラ
面
の
み
に
施
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
罫
線
の
間
隔
は
一
六
㎜
～
二
〇
㎜
と
開
き
を
も
つ
も
の
の
、
多
く
は

二
〇
㎜
と
な
っ
て
い
る
。
天
と
地
に
は
匡
郭
線
が
あ
り
、
余
白
は
い
ず
れ
も
八
㎜
で
あ
っ

た
。
書
写
さ
れ
た
文
字
の
形
は
個
体
Ｈ
に
似
る
。

　

ま
た
、
前
稿
で
は
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
破
片
で
は
オ
モ
テ
面
で
右
袖
か
ら
全
幅
の
三
分
の
一
ほ
ど
が
黒
色
を
呈
し

て
い
る
こ
と
も
あ
げ
て
お
き
た
い
。
そ
の
境
界
は
直
線
的
で
、
ち
ょ
う
ど
粘
土
板
が
重
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な
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
ウ
ラ
面
で
も
左
袖
か
ら
半
分
を
超
え

る
あ
た
り
ま
で
が
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。
両
面
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
焼
成
時
の
黒
斑

と
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
一
一
）
復
原
個
体
Ｋ
（
第
11
図
）

　

山
根
拓
本
一
点
が
相
当
す
る
破
片
ソ
か
ら
復
原
さ
れ
た
個
体
で
あ
る
。
当
破
片
の
拓

本
原
品
が
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
破
片
（
Ｂ
―
二
一
七
八
―
一
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
前
稿
で
紹
介
し
た
。
そ
の
判
読
と
復
原
案
を
比
較
の
た
め
再
掲
し
て
お
く
。
な

お
、
前
稿
で
は
上
記
復
原
案
に
基
づ
い
て
当
個
体
を
同
巻
の
二
二
枚
目
に
相
当
す
る
と

推
定
し
た
。

《
オ
モ
テ
面
》

□
□
□
□
□
□
□
□
以
求
衣
食
漸
漸
□
□
遇

向
□
□
□
□
□
□
□
□　

得
中
止
一
城
其
家

大
富
財
寳
□
□
金
銀
□
□
珊
瑚　
　

頗
梨
珠

　

其
諸
倉
□

（
庫
カ
）　

□
□
□
□
有
僮
㒒
臣
佐
吏
□

（
民
カ
）

□　

車
乗
牛
羊
無　

出
入
息
利
乃　

□

估
賈
客
亦
甚
衆
多
時
貧
窮
子
□

國
邑
遂
到
其
父　

止
之
城
□

別
五
十　

年
而
未
□
（
曽
カ
）

□
心　

悔
恨
自

倉
庫
盈
□
无
□
（
有
カ
）

《
ウ
ラ
面
》

□
□
付
是
□
□
□

□
□
□
付
財
物
□

□
□
子
傭
賃
□

□
□
□
師
子
□
寳
机
承
足
□

□
□
□
□
□
□
以
真
□
瓔
珞
價
□

□
□
□
□
□
□
□
□
白
拂
侍
立
左
□

□
□
□
華
□
香
水
灑
地
散　

名
華
羅
列
寳
物

□
□
□
□
有
如
是
□
種
種
嚴
□
□
徳
特
□
窮

□
□
□
有
大
力　

□　

□
怖
□
来
□
□
□
作

□
念
此
或
是
王
或
是
王　

非
□
傭
力
得
□
之

加
復
窮
困
馳
騁
四
方
以
求
衣
食
漸
漸
遊
行
遇

向
本
國
其
父
先
來
求
子
不
得
中
止
一
城
其
家

大
富
財
寶
無
量
金
銀
琉
璃
珊
瑚
虎
珀3

頗
梨
珠

等
其
諸
倉
庫
悉
皆
盈
溢
多
有
僮
僕
臣
佐
吏
民

象
馬
車
乘
牛
羊
無
數
出
入
息
利
乃
遍
他
國
商

估
賈
客
亦
甚
衆
多
時
貧
窮
子
遊
諸
聚
落
經
歴

國
邑
遂
到
其
父
所
止
之
城
父
母
念
子
與
子
離

別
五
十
餘
年
而
未
曾
向
人
説
如
此
事
但
自
思

惟
心
懷
悔
恨
自
念
老
朽
多
有
財
物
金
銀
珍
寶

倉
庫
盈
溢
無
有
子
息
一
旦
終
沒
財
物
散
失
無

１２３４５６７８９10

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

所
委
付
是
以
慇
懃
毎
憶
其
子
復
作
是
念
我
若

得
子
委
付
財
物
坦
然
快
樂
無
復
憂
慮
世
尊
爾

時
窮
子
傭
賃
展
轉
遇
到
父
舍
住
立
門
側
遙
見

其
父
踞
師
子
床
寶
机
承
足
諸
婆
羅
門
刹
利
居

士
皆
恭
敬
圍
繞
以
眞
珠
瓔
珞
價
直
千
萬
莊
嚴

其
身
吏
民
僮
僕
手
執
白
拂
侍
立
左
右
覆
以
寶

帳
垂
諸
華
幡
香
水
灑
地
散
衆
名
華
羅
列
寶
物

出
内
取
與
有
如
是
等
種
種
嚴
飾
威
徳
特
尊
窮

１２３４５６７８
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子
見
父
有
大
力
勢
即
懷
恐
怖
悔
來
至
此
竊
作

是
念
此
或
是
王
或
是
王
等
非
我
傭
力
得
物
之

９10

　

拓
本
の
原
品
と
な
る
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
品
は
天
と
オ
モ
テ
面
右
袖
の
小
口
が
完

存
し
、
か
つ
同
左
袖
と
地
の
小
口
面
も
一
部
が
残
る
と
い
う
、
非
常
に
良
好
な
残
存
状

況
に
あ
り
、
こ
の
破
片
か
ら
原
形
の
法
量
が
容
易
に
把
握
で
き
る
。
高
さ
二
四
一
㎜
、

幅
は
一
九
六
㎜
を
測
る
。
先
に
見
た
復
原
個
体
Ｊ
と
比
較
す
る
と
ほ
ぼ
同
じ
値
と
な
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

刻
字
さ
れ
た
描
線
は
細
く
浅
い
が
、
文
字
の
筆
致
は
丁
寧
で
あ
る
。
破
片
Ｈ
お
よ
び

Ｊ
と
似
る
。

　

ま
た
、
こ
の
破
片
も
板
面
の
左
右
で
色
調
が
大
き
く
異
な
り
、
オ
モ
テ
面
は
右
袖
か

ら
四
行
分
（
幅
約
八
〇
㎜
強
）、
ウ
ラ
面
で
は
左
袖
約
四
行
分
（
幅
約
八
〇
㎜
）
が
黒

色
を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
粘
土
板
の
片
側
両
面
が
約
八
〇
㎜
に
亙
っ
て
黒
く
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
黒
色
と
茶
褐
色
の
分
を
分
け
る
境
界
は
直
線
的
で
、
破
片
Ｊ
同

様
、
何
か
板
状
の
も
の
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。

（
以
下
、
後
編
に
続
く
）

【
註
】

（
１
）
中
村
直
勝
は
京
都
に
お
け
る
瓦
経
の
知
見
が
近
世
に
遡
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
［
中
村

一
九
二
六
、七
七
～
七
八
頁
］。

（
2
）
さ
ら
に
そ
の
後
、
亀
塚
瓦
経
を
所
蔵
す
る
他
機
関
（
京
都
大
学
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
）

で
も
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
く
つ
か
の
拓
本
と
連
接
す
る
破
片
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
を
草
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
3
）
な
お
、
③
は
全
部
で
十
二
紙
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
十
一
紙
分
は
山
根
拓
本
の
釈
文
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
。
③
も
校
合
過
程
の
生
成
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
た

だ
し
一
枚
だ
け
山
根
拓
本
・
瓦
経
に
な
い
釈
文
が
含
ま
れ
て
お
り
、
原
品
破
片
は
い
ま
の

と
こ
ろ
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
4
）
判
読
内
容
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
書
写
さ
れ
て
い
る
表
記
に
な
る
べ
く
近
い
も
の
を
用
い

た
が
、
差
異
が
小
さ
い
場
合
あ
る
い
は
刻
字
の
不
鮮
明
さ
か
ら
正
確
を
期
す
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
ま
た
翻
刻
で
使
用
し
た
記
号
に
つ
い
て
は
、「
・
・
・
」：

欠
損
し
て
い
る
も
の
の
あ
る
程
度
の
文
字
（
ま
た
は
行
）
が
存
在
す
る
と
み
ら
れ
る
部
分
、

□
：
摩
滅
ま
た
は
一
部
欠
損
の
た
め
判
読
不
能
、
を
示
し
て
い
る
。

（
5
）
校
合
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
〇
一
二
版
（http://21d

zk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T

/

）
を
主
に
用
い
、
あ
わ
せ
て
文
字
の
異
同
や
補
注
を
［
高
楠

一
九
八
九
］
に
よ
り
確
認
し
た
。

（
6
）
本
配
置
案
に
用
い
て
い
る
文
字
は
出
典
で
あ
る
『
大
正
大
蔵
経
』
の
も
の
を
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
法
華
経
は
平
家
納
経
を
根
拠
に
八
巻
構
成
を
採
用
し
、
各
巻
の
構
成
は
岩
波
文
庫
版

［
坂
本
・
岩
本
一
九
六
二
］
に
拠
っ
た
。
さ
ら
に
文
字
の
配
置
に
つ
い
て
は
前
稿
で
の
成

果
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
一
七
字
×
一
〇
行
で
復
原
し
た
。
な
お
、
配
置
案
で
は
拓
本
及
び

瓦
経
残
存
部
分
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
、
付
加
記
号
は
以
下
の
意
味
と
し
た
。
圏
点
○
：

拓
本
及
び
瓦
経
原
品
に
お
い
て
脱
漏
、
圏
点
●
：
拓
本
及
び
瓦
経
原
品
と
異
な
る
文
字
、

□
囲
み
：
拓
本
及
び
瓦
経
原
品
に
お
い
て
摩
滅
ま
た
は
一
部
欠
損
の
た
め
判
読
不
能
だ
っ

た
も
の
。

（
7
）
枚
数
の
計
算
は
、
既
存
資
料
の
丁
付
規
則
を
参
考
に
し
て
経
典
各
巻
ご
と
に
行
っ
た
。
た

だ
し
、
経
典
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
文
字
数
を
上
述
規
格
で
割
る
と
い
う
機
械
的
な
算
出
で

あ
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
る
。

（
8
）
拓
本
は
お
そ
ら
く
は
原
品
採
集
者
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
出
土
地

を
注
記
で
き
た
理
由
と
考
え
た
い
。
ま
た
仮
に
拓
本
自
体
を
採
集
者
か
ら
譲
り
受
け
た
と

し
て
も
、
や
は
り
注
記
の
存
在
は
採
集
者
と
の
面
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
9
）
前
稿
で
提
示
し
た
判
読
内
容
に
つ
い
て
い
く
つ
か
修
正
す
べ
き
点
を
見
つ
け
た
た
め
、
本
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稿
で
提
示
し
た
内
容
を
も
っ
て
訂
正
す
る
。
特
に
、
ウ
ラ
面
二
行
目
の
二
文
字
目
は
「
合
」

（
前
稿
）
で
は
な
く
「
念
」
の
異
体
字
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
前
項
で
指
摘
し
た
当

該
文
字
で
の
誤
写
は
無
か
っ
た
こ
と
を
明
示
・
付
記
し
て
お
き
た
い
。

【
参
考
文
献
】

網
干
善
教　

一
九
八
二
「
京
都
今
熊
野
亀
塚
経
塚
出
土
の
瓦
経
に
つ
い
て
」『
日
本
宗
教
社
会
史

論
叢
』
水
野
恭
一
郎
先
生
頌
寿
記
念
、
国
書
刊
行
会
、
一
一
三
～
一
二
五
頁

石
田
茂
作　

一
九
五
八
「
瓦
経
の
研
究
」『
瀬
戸
内
考
古
』
二
―
一
（
の
ち
、『
佛
教
考
古
學
論
攷
』

三　

経
典
編
、
一
九
七
七
に
採
録
、
三
一
八
頁
）

加
藤
俊
吾　

二
〇
一
七
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
と
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
拓
本
」

『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
第
六
七
一
号　

東
京
国
立
博
物
館
、
七
～

二
四
頁

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
註　

一
九
六
二
『
法
華
経
』〈
上
〉～〈
下
〉（
岩
波
文
庫 

青 

三
〇
四
―
一

～
三
）
岩
波
書
店

杉
山　

洋　

一
九
八
五
「
京
都
の
瓦
経
」『
佛
教
藝
術
』
一
六
二
号
、
毎
日
新
聞
社
、
八
一
～

一
〇
三
頁

高
楠
順
次
郎　

一
九
八
九
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
法
華
部
全
・
華
厳
部
上
（
普
及
版
）

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会

中
村
直
勝　

一
九
二
六
「
今
熊
野
亀
塚
発
見
瓦
経
」『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
會
報
告
』
第
七
冊
、

京
都
府
、
七
一
～
七
九
頁

難
波
田　

徹　

一
九
八
〇
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
瓦
経
片
の
復
原
的
研
究
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
（
東

京
国
立
博
物
館
美
術
誌
）』
№
三
五
二
、
東
京
国
立
博
物
館
、
四
～
一
一
頁

八
尋
和
泉　

一
九
八
二
「
筑
前
飯
盛
山
瓦
経
（
前
編
）」『
九
州
歴
史
資
料
館　

研
究
論
集
８
』、

三
三
～
一
一
六
頁

＊縮尺：1/2

（下）多視点画像計測（SfM/MVS）によって生成した 3 次元モデルから作成した正射変換画像

（上）通常写真撮影

写真 １ 　山根瓦経  №１09-4（オモテ面）
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＊縮尺：1/2

（下）同前

（上）同前

写真 2 　山根瓦経  №１09-4（ウラ面）

写真 3 　山根瓦経  №１09-3（右がオモテ面）

（上）同前

（下）同前
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The Imakumano Kamezuka Sutra Tablets and the Ink Rubbings For-
merly owned by Yamane Tokutaro in the Osaka Museum of History 
Collection

KATO  Shungo 

    Yamane Tokutaro (1889-1973) is a prominent historian who discovered and studied The Naniwanomiya Palace site. His 

personal effects are stored in the Osaka Museum of History. Among these were several sutra tablets and ink rubbings . 

These seems to have been collected by Yamane himself, and belonged to Imakumano Kamezuka sutra mound in Kyoto.

    The Imakumano Kamezuka sutra tablets were discovered by chance in 1926, but since then no serious investigation has 

been carried out, and the details remain unknown. In addition to the fragments reported at the time of discovery, it seems 

that many fragments were collected. Other organizations also store fragments that are reportedly found in Imakumano Ka-

mezuka sutra mound.

    These ink rubbings collected by Yamane have been never known before. Therefore, it is important for revealing Imaku-

mano Kamezuka sutra tablets which still does not fully understand. In recent, the author has determined that some of them 

are taken from the fragments held in the Tokyo National Museum Collection.

    As a result of further arrangement and examination of the ink rubbings made by Yamane, it was found that the number of 

fragments recorded was 28,  and 21 tablets were restored. This is a quantity that is almost equal to the number of fragments 

of the ImaKumano Kamezuka Gakyo. The restored tablets ls will be used to restore the overall composition of the tablets.
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